










(要約)

  食物摂取調査には記録法(秤量が行なわれる場合には秤量記録法)や、24 時間思い出し

法、摂取量と頻度から概算するアンケート方式などがある。アンケート方式で行う摂取頻

度調査法は被調査者に比較的負担が少なく、場所や時に左右されず、標準化しやすい。そ

こで、学童 31 名について摂取頻度法による食物摂取状況調査を行い、平成 3 年 5 月に岡

山県下の小学 5年生について調査した食事記録法(留め置き法)による結果と比較検討した。

  平成 3年の結果と比べ、エネルギー、たんぱく質、脂質、カルシウムの過剰か見られた。

これは肉・魚介類、牛乳、菓子類の過剰摂取によるものと考えられたが、今回用いた調査

票は主に成人を対象としたものであり、これら項目を含め一回あたり摂取量、荷重平均栄

養量等の検討が必要と考えた。また、菓子・嗜好飲料はエネルギー、たんぱく質、脂質に

占める割合が多く、食生活リズムの乱れや食事へ影響を与えやすく、成長期にある学童の

食生活指導を行う上で重要な要素と考えた。


